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放
置
、
原
因
分
析
委
員
会
の
審

議
結
果
の
集
計
表
の
作
り
方
の

不
明
瞭
さ
、
予
算
決
算
の
対
前

年
比
の
数
値
の
欠
落
な
ど
実
務

作
業
の
拙
劣
さ
が
前
回
同
様
、

た
び
た
び
委
員
か
ら
機
構
事
務

局
に
対
し
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

　
問
題
の
剰
余
金
に
つ
い
て
委

員
は
基
本
的
事
項
に
理
解
を
欠

い
た
議
論
に
終
始
し
て
い
る
。

補
償
対
象
８
０
０
件
（
年
間
）

の
想
定
で
設
計
さ
れ
た
こ
の
制

度
は
余
剰
金
の
発
生
は
確
実
だ

が
、
補
償
対
象
３
０
０
件
の
ラ

イ
ン
を
境
に
、
補
償
件
数
と
３

０
０
件
の
差
の
保
険
料
分
を
保

険
会
社
が
、
残
余
の
余
剰
金
は

機
構
へ
全
て
が
分
配
さ
れ
る

ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
尚
、

保
険
料
の
引
き
下
げ
は
現
行

ル
ー
ル
で
は
な
く
、
制
度
の
見

直
し
検
討
会
で
論
点
提
示
も
議

論
も
な
い
。

制
度
安
定
の
た
め
本
社
費
は
必

要
だ
が
補
償
数
が
保
険
料
を
上

回
る
場
合
は
ど
う
な
る
と
質

問
。
岩
崎
委
員
は
、
欠
損
が
生

じ
た
場
合
に
保
険
料
の
引
き
上

げ
で
補
償
原
資
を
賄
う
、
余
剰

が
生
じ
た
場
合
に
保
険
料
を
下

げ
る
と
い
う
の
が
一
般
ル
ー
ル

で
、
配
布
資
料
の
記
載
は
後
者

の
記
載
が
な
く
不
十
分
だ
と
指

摘
。

　
元
厚
労
事
務
次
官
の
近
藤
委

員
は
公
的
制
度
を
民
間
会
社
で

行
う
た
め
儲
け
て
は
い
け
な
い

が
、
保
険
会
社
に
損
を
さ
せ
て

は
い
け
な
い
の
で
制
度
の
安
定

を
す
る
ま
で
リ
ス
ク
を
み
る
と

の
方
針
で
設
計
し
た
と
、
制
度

の
準
備
委
員
長
と
し
て
発
言
。

　
飯
田
委
員
は
、
制
度
創
設
を

で
き
る
範
囲
で
急
い
だ
点
は
理

解
す
る
が
、
制
度
の
安
定
が
見

え
、
こ
の
制
度
の
見
直
し
を
し

て
い
る
最
中
に
、
こ
の
対
策
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
が
お
か

し
い
と
指
摘
し
た
。

を
示
し
た
。

　
ほ
か
に
、
余
剰
金
の
行
方
に

つ
い
て
も
質
問
が
出
さ
れ
、
余

剰
は
保
険
会
社
か
ら
返
還
さ
れ

適
切
な
使
途
を
検
討
す
る
と
機

構
が
応
答
。
ま
た
勝
村
委
員
は

の
委
員
増
員
の
提
案
に
対
し
て

も
、
質
の
劣
化
を
理
由
に
首
肯

し
な
か
っ
た
。

　
今
回
の
運
営
員
会
で
は
、
制

度
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
提
示

が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
巡
り
委
員

か
ら
疑
義
が
多
々
だ
さ
れ
た
。

リ
ス
ク
対
策
費

　
億
円
の
根
拠
薄
弱

１６　
と
り
わ
け
　
年
度
事
務
経
費

１１

の
保
険
会
社
分
　
億
円
の
う
ち

３０

「
制
度
変
動
リ
ス
ク
対
策
費
」

が
　
億
円
計
上
さ
れ
て
い
る
こ

１６
と
に
つ
い
て
飯
田
委
員
よ
り
、

こ
の
費
用
の
不
明
さ
と
過
去
分

の
数
値
が
質
さ
れ
た
。　

　
機
構
事
務
局
は
、
脳
性
ま
ひ

児
の
生
存
率
向
上
や
当
初
想
定

の
補
償
数
の
増
加
、
予
期
で
き

ぬ
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
へ
の
対
応

　
運
営
委
員
会
で
は
制
度
の
運

営
組
織
の
機
構
事
務
局
よ
り
、

現
在
ま
で
の
補
償
件
数
の
単
純

月
平
均
を
機
械
的
に
あ
て
は

め
、
将
来
見
通
し
と
し
て
　
年
０９

生
ま
れ
に
関
し
３
２
０
件
程
度

と
だ
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
年

間
補
償
対
象
数
を
８
０
０
件
と

想
定
し
、
掛
け
金
な
ど
が
制
度

設
計
さ
れ
て
お
り
、
対
象
数
の

過
大
見
積
り
が
当
初
よ
り
指
摘

さ
れ
て
い
た
が
、
図
ら
ず
も
証

明
さ
れ
た
格
好
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
め
ぐ
り
制
度
の
周
知

不
足
の
解
消
の
た
め
小
児
科
医

療
機
関
等
へ
の
チ
ラ
シ
で
の
Ｐ

Ｒ
を
委
員
が
発
言
し
た
も
の

の
、
機
構
の
上
田
理
事
は
目
指

し
た
い
と
し
確
約
を
避
け
た
。

　
ま
た
補
償
件
数
の
倍
加
見
通

し
に
対
し
、
原
因
分
析
委
員
会

　
４
回
目
と
な
る
運
営
委
員
会

で
は
、
出
生
年
別
の
補
償
対
象

件
数
（
　
年
６
月
末
）
な
ら
び

１２

に
都
道
府
県
別
の
補
償
累
計
数

が
公
表
さ
れ
た
。
制
度
発
足
の

２
０
０
９
年
出
生
の
補
償
は
１

７
５
件
、　
年
は
１
２
６
件
、

１０

　
年
　
件
で
合
計
３
２
７
件
。

１１

２６

生
後
一
年
超
で
の
補
償
件
数
は

漸
減
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
こ
の
制
度
は
満
５
歳
ま

で
が
申
請
期
間
の
た
め
、　
年
０９

生
ま
れ
の
数
値
の
確
定
は
　
年
１４

　
月
と
な
る
。

１１

れ
て
い
る
。
脳
性
麻
痺
の
９
割

は
原
因
不
明
で
あ
り
、
わ
れ
わ

れ
産
科
医
は
こ
の
解
明
に
心
を

砕
く
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
原
因
分

析
は
機
構
で
は
な
く
学
会
が
行

う
べ
き
と
出
さ
れ
た
。
ま
た
井

上
氏
よ
り
医
療
の
プ
ロ
セ
ス
の

中
に
院
内
事
故
調
査
会
を
位
置

づ
け
る
こ
と
な
ど
、
厚
労
省
の

審
議
会
で
議
論
中
の
医
療
事
故

調
査
会
、
患
者
救
済
制
度
を
意

識
し
た
根
源
的
な
問
題
提
起
も

な
さ
れ
た
。

　
４
時
間
に
わ
た
る
討
論
会
で

は
あ
っ
た
が
、
池
下
・
井
上
両

氏
の
事
実
に
立
脚
し
た
問
題
点

の
指
摘
に
対
し
、岡
井
氏
の「
思

い
」
に
重
き
を
置
い
た
論
理
性

の
乏
し
い
発
言
で
、
議
論
が
か

み
合
わ
な
い
場
面
が
多
々
あ
り

消
化
不
良
の
感
が
参
加
者
に

残
っ
た
。

は
わ
か
る
。
当
人
は
自
責
の
念

に
か
ら
れ
て
い
る
と
し
公
開
へ

配
慮
を
求
め
た
。
司
会
の
済
生

会
栗
橋
病
院
の
本
田
宏
院
長
補

佐
も「
事
故
を
起
こ
し
た
人
も
、

第
二
の
被
害
者
」
と
説
い
た
。

　
ま
た
当
会
の
池
川
理
事
長

は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
目
安
で

あ
り
絶
対
化
し
な
い
と
さ
れ
公

表
さ
れ
た
は
ず
。
原
因
分
析
報

告
書
は
妊
婦
の
生
活
習
慣
や
痩

身
、
喫
煙
な
ど
は
分
析
か
ら
外

　
フ
ロ
ア
ー
を
交
え
た
討
論
で

は
、
あ
る
助
産
師
が
、
報
告
書

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
に
関

し
、
匿
名
化
さ
れ
て
も
当
人
に

「
回
避
可
能
性
」
の
文
言
を
回

避
す
る
よ
う
苦
労
し
て
い
る
と

し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
逸
脱

し
た
場
合
に
「
劣
っ
て
い
る
」

な
ど
と
し
て
い
る
と
応
答
。
振

り
返
っ
て
み
て
「
書
き
す
ぎ
た

か
な
と
感
じ
る
も
の
も
正
直
あ

る
」
と
の
驚
愕
の
発
言
も
し

た
。
更
に
は
、
池
下
氏
が
指
摘

し
た
事
実
、
報
告
書
に
関
す
る

患
者
家
族
か
ら
の
質
問
に
対
す

る
「
回
避
可
能
性
」
に
言
及
し

た
回
答
は
、
こ
れ
ま
で
に
　
件
１４

あ
っ
た
こ
と
を
岡
井
氏
は
明
ら

か
に
し
た
。

め
な
ん
ら
か
の
紛
争
と
な
る
の

が
　
件
と
な
っ
た
と
報
告
。
機

６９
構
と
保
険
会
社
に
よ
る
多
額
の

余
剰
金
分
配
も
問
題
に
し
た
。

　
ま
た
、
池
下
氏
は
制
度
の
運

営
組
織
の
医
療
機
能
評
価
機
構

に
よ
る
カ
ル
テ
提
出
強
要
や
流

用
、
原
因
分
析
報
告
書
の
作
成

に
お
け
る
産
科
機
関
の
反
論
権

の
否
定
、報
告
書
の
公
開
な
ど
、

こ
の
制
度
が
は
ら
む
人
権
無
視

の
面
を
指
摘
し
た
。

　
岡
井
氏
は
こ
の
制
度
は
補
償

以
外
に
原
因
分
析
に
よ
る
再
発

防
止
、
産
科
医
療
の
質
の
向
上

も
目
的
だ
と
強
調
。
原
因
分
析

報
告
書
が
準
拠
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
厳
守
す
べ
き
も
の
だ
と

し
、
報
告
書
の
公
開
も
問
題
な

い
と
力
説
。
鑑
定
書
と
違
い
複

数
名
で
の
作
成
の
た
め
ブ
レ
が

な
い
と
も
し
、
刑
事
罰
か
ら
守

る
も
の
で
も
あ
る
と
し
た
。
更

に
は
、
報
告
書
作
成
後
に
裁
判

と
な
っ
た
場
合
に
、
分
娩
機
関

の
主
張
が
違
っ
て
い
れ
ば
裁
判

で
堂
々
と
主
張
す
れ
ば
よ
い
と

言
い
切
っ
た
。

　
池
下
氏
は
、
全
文
入
手
し
た

１
０
０
件
の
原
因
分
析
報
告
書

の
う
ち
　
件
で「
誤
っ
て
い
る
」

７９

「
劣
っ
て
い
る
」「
医
学
的
妥
当

性
が
な
い
」「
基
準
か
ら
逸
脱
し

て
い
る
」
な
ど
の
評
価
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
流
産
歴

や
出
産
歴
、
体
外
受
精
歴
な
ど

家
族
に
知
ら
れ
た
く
な
い
こ
と

も
記
載
さ
れ
て
い
る
点
を
問
題

視
し
た
。

　
岡
井
氏
は
報
告
書
は
法
的
判

断
を
行
う
も
の
で
は
な
い
た
め

紛
争
を
増
長
さ
せ
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
点
が
論
点
と
な
っ

た
。

　
こ
の
制
度
は
重
度
脳
性
麻
痺

の
発
症
へ
３
千
万
円
の
補
償
と

原
因
分
析
報
告
書
の
公
開
が
な

さ
れ
る
。

報
告
書
で
刑
事
罰

か
ら
守
ら
れ
る
？

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
井
上
氏

が
原
因
分
析
報
告
書
１
０
０
件

を
弁
護
士
２
人
と
１
つ
の
弁
護

士
グ
ル
ー
プ（
医
師
資
格
あ
り
）

に
照
会
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
三

者
が
一
致
し
て
訴
訟
が
確
実
視

さ
れ
る
の
が
　
件
、
こ
れ
を
含

１９

　
７
月
　
日
、
都
内
で
産
科
医

２２

療
補
償
制
度
を
め
ぐ
り
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
制
度
の

問
題
点
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

る
池
下
久
弥
氏
（
池
下
レ

デ
ィ
ー
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）
と
弁
護
士
の
井

上
清
成
氏
と
、
制
度
策
定
の
責

任
者
の
岡
井
崇
氏
（
昭
和
大
学

病
院
産
婦
人
科
主
任
教
授
）
の

供
直
接
対
決
僑
が
な
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
医
療

制
度
研
究
会
主
催
が
開
催
し
た

公
開
討
論
「
産
科
医
療
補
償
制

度
の
本
質
を
議
論
す
る
」
で
の

こ
と
。
産
科
医
療
の
崩
壊
を
阻

止
す
る
目
的
の
制
度
が
、
実
は

産
科
医
療
補
償
制
度

　
運
営
金
の
不
明
朗
さ
が
露
呈

余
剰
金
め
ぐ
り
不
理
解
と
誤
魔
化
し
議
論
が
交
錯

原
因
分
析
は学

会
が
行
う
べ
き

　
７
月
　
日
、脳
性
麻
痺
を
対
象
と
す
る
産
科
医
療
補
償
制
度
の
見
直
し
検

２０

討
の
第
４
回
目
が
、
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
（「
機
構
」）
の
産
科
医
療
補

償
制
度
運
営
員
会
（「
運
営
委
員
会
」）
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
見
直
し
は
今
年

度
中
に
結
論
を
得
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
協
会
で
は
こ
の
間
、現
行
制
度

の
諸
矛
盾
・
問
題
点
の
指
摘
と
と
も
に
、
厚
労
省
で
検
討
中
の
全
診
療
科
に

わ
た
る
医
療
事
故
調
査
委
員
会
・
無
過
失
補
償
制
度
の
創
設
に
 敷
衍
 さ
れ
る

ふ
え
ん

モ
デ
ル
に
な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

最
大
で
補
償
件
数
　
件
３２０

　
件
は
過
大
見
積
り

８００

そ
れ
を
認
め
た
。

基
本
理
解
欠
く
委
員

ず
さ
ん
な
事
務
作
業

　
こ
れ
以
外
に
、
資
料
の
妊
産

婦
登
録
情
報
の
集
計
表
に
み
る

人
口
動
態
統
計
と
の
４
千
名
の

乖
離
や
１
万
６
千
件
に
の
ぼ
る

転
院
登
録
数
値
の
追
跡
把
握
の

か
っ
た
。

　
補
償
件
数
の
増
加
傾
向
に
つ

い
て
も
飯
田
委
員
は
機
構
の
見

通
し
の
よ
う
に
直
線
的
に
増
え

な
い
と
疑
問
を
呈
し
、
機
構
も

　
鈴
木
委
員
か
ら
は
、
収
入
は

保
険
料
と
補
助
金
、
支
出
は
補

償
金
と
運
営
費
で
運
営
費
は
機

構
分
と
保
険
会
社
分
。
当
初
の

８
０
０
件
の
補
償
対
象
は
半
分

以
下
で
余
剰
金
が
で
る
が
、
こ

の
使
途
は
補
償
金
額
の
引
き
上

げ
か
、
保
険
料
引
き
下
げ
、
補

償
範
囲
の
拡
大
の
３
つ
と
な

る
。
た
だ
、
過
去
分
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
問
題
と
な
る
の
で
事
務

局
で
整
理
し
て
欲
し
い
と
提

起
。
こ
れ
に
は
す
か
さ
ず
近
藤

委
員
が
理
想
論
で
は
あ
る
が
民

間
は
過
去
分
は
遡
ら
な
い
の
が

通
例
と
一
蹴
。
検
討
し
な
い
こ

と
と
し
た
。

　
事
務
費
に
関
し
て
は
、
こ
れ

以
外
に
も
機
構
の
人
件
費
が
　２４

年
度
２
億
５
千
万
円
と
前
年
度

の
２
億
円
か
ら
５
千
万
円
も
跳

ね
上
が
る
の
は
異
常
だ
と
飯
田

委
員
が
指
摘
。

　
機
構
は
即
答
で
き
ず
、
間
が

あ
っ
て
原
因
分
析
報
告
書
の
質

の
向
上
の
た
め
医
師
、薬
剤
師
、

看
護
師
を
８
人
ほ
ど
雇
う
予
定

と
返
答
。
飯
田
委
員
が
常
勤
職

員
で
の
雇
用
で
は
な
い
の
で
は

と
質
し
た
が
明
確
な
返
答
が
な

保
険
料
・
余
剰
金
は

機
構
と
保
険
会
社
へ

産科医療補償制度

報告書は「書きすぎ」の感あり随
岡井氏、裁判利用は否定せず

ア
メ
リ
カ
人
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
囲
ん
で

楽
し
い
日
常
英
会
話

（
初
級
～
中
級
）

　
英
会
話
の
練
習
を
し
た
い
け
れ
ど
も
外
国
人
と
話
す
機

会
の
な
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
第
２
回
　
９
月
　
日
（
土
）

１５

第
３
回
　
　
月
　
日
（
土
）

１１

１７

時
間
は
い
ず
れ
も
、

午
後
３
時
　
分
～
５
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

講
　
師
　
元
米
海
軍
医
療
技
術
師

ダ
イ
ア
ナ
・
ハ
レ
ナ
ン
氏

参
加
費
　
各
２
千
円
（
当
日
支
払
）

定
　
員
　
各
　
名
　
※
単
回
で
の
参
加
も
可
能
で
す

１０

お
申
込
み
　
文
化
部
雑
０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１

芥

貝

開

凱

蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹

蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹

階
階
階
階
階
階
階

階
階
階
階
階
階
階

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。心
か

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、掲
載
に
あ
た
っ
て
は
恣

意
性
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。今
後

は
再
発
防
止
に
向
け
て

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

　
保
険
医
新
聞
７
月
　
日
号

２５

「
准
看
廃
止
問
題
」に
関
す
る

コ
メ
ン
ト
用
紙
の
写
真
で
、編

集
部
の
技
術
上
の
ミ
ス
か
ら

一
部
の
医
療
機
関
名
が
掲
載

分
だ
と
説
明
。
ま
た
こ
の
制
度

の
引
き
受
け
損
保
５
社
の
幹
事

社
の
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

常
務
取
締
役
の
岩
崎
委
員
は
、

民
間
保
険
の
シ
ス
テ
ム
で
事
務

費
は
人
件
費
、
本
社
費
（
人
事

部
費
用
等
＝
物
件
費
）、制
度
変

動
リ
ス
ク
対
策
費
の
３
つ
で
構

成
さ
れ
、
こ
の
費
用
を
契
約
者

の
保
険
料
に
薄
く
乗
せ
て
あ
り

本
制
度
も
同
様
。　
年
間
の
補

２０

償
制
度
で
の
補
償
数
の
変
動
や

景
気
変
動
の
リ
ス
ク
を
見
込
み

計
上
し
て
い
る
と
発
言
、
説
明

に
な
ら
な
い
説
明
を
し
た
。

　
更
に
は
機
構
事
務
局
が
過
去

分
の
数
値
に
つ
い
て
　
年
度
　

０９

３２

億
円
、　
年
度
　
億
円
、　
年

１０

３３

１１

度
　
億
円
と
、
質
問
の
あ
っ
た

３０
対
策
費
で
は
な
く
事
務
費
全
体

の
数
値
を
平
然
と
答
え
る
頓
珍

漢
ぶ
り
を
見
せ
た
。

余
剰
金
生
じ
て
も

保
険
料
の
引
き
下
げ

予
定
な
し

　
勝
村
委
員
は
保
険
料
収
入
が

年
間
３
２
０
億
円
に
対
し
制
度

発
足
年
度
の
補
償
金
　
億
円

５０

で
、
余
剰
金
が
２
１
０
億
円
も

あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
申
請
増

に
向
け
積
極
的
な
周
知
徹
底
Ｐ

Ｒ
を
促
し
た
が
機
構
側
は
難
色


